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人かの名前が登場するが本名ではなく、別の名前で書かれている。実際の観測に出かけた

東京天文台のメンバーは、当時の台長であった萩原雄祐、他、下保茂、橘実、大沢清輝、

秦茂、中野三郎、虎尾正久、河野節夫、藤井繁、そして観測地は礼文島、観測は直接写真

で行われ、周縁減光、接触時刻、経緯度測定が行われたと記録にある。 

この日食観測には日本隊の他にアメリカからも観測隊が来ていたが、日本は独自の計算

で日食帯の予報位置の中心線が 600m ずれているとの結果を得ており、アメリカ隊との距離

が 600m 南北の方向にずれていたのである。そしてこの日食の日食帯は南北に 1～1.2Km ほ

どしかなく、日本隊が食帯の中心線上にあれば、アメリカ隊の観測位置は食帯から外れる

恐れがあったのである。結果は日本隊が食中心で観測し、アメリカ隊は食帯の端っこの方

で何とか観測に成功したというものであった。 

このことは、東京天文台 90 周年記念誌に「掩蔽観測から推定される鉛直線偏椅の量は, 日

本の測地座標(東経,北福:)に対し,約-20“、+10” の補正を必要とする。この大きな補正

値は、前記の日本の掩蔽観測の不調和を説明するとともに,朝鮮,満州国境線に見られる大

きな測地座標のくい違いをも説明するものであった。また昭和 23 年(1948)の礼文島の日食

の幅僅か lkm の中心帯の位置の予報にもこのことが考慮され, よく観測と一致した。 これ

らが契幾となって、 測地問題と、 月の位置追跡の精度を上げるために掩蔽の光電管観測

が開拓された。」という記述がある。 

この記事にあるように、日本の掩蔽観測による結果が従来の測地座標では日食帯からず

れるとの予報が導かれ、日本の観測によって得られた値を信用して観測地を設けて観測に

成功したのであった。この予報を出したのは広瀬秀雄博士であったと伝えられている。 

小説には、日本の計算による予報位置の方がアメリカの予報より勝っていたという記事

を書いた新聞が、戦勝国であるアメリカより日本が勝っているという記事に「敗戦国が戦

勝国を侮辱する気か！」という進駐軍の怒りとなって表れて、その記事を書いた記者が地

方に飛ばされるという内容である。 

こういった純粋に学術結果にも軍が文句を言ったというところを取り上げ小説にしたと

いうことだろう。 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


